
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南阿蘇村立南阿蘇中学校 学校だより 

№ １ 

Ｈ28．10．21（金） №12 文責 坂梨 

１５日（土）、土曜授業として南阿蘇中学校第１回合唱コンクールを開催しました。 

合唱コンクールは、生徒たちにとって体育大会とならんで大きなイベントの一つです。昨年度までは、旧中学

校各学年１クラスでしたので、学年で競い合うことができなかったのですが、今年はどのクラスも朝、昼休み、 

休み時間、放課後と練習に頑張っていました。最初は、バラバラだった歌声も、練習が少しずつ進むにつれ、生徒

たちの様々な思いが交差しながらクラスが一つにまとまっていきました。そして迎えた本番当日。生徒たちは体育

館いっぱいに練習の成果を響かせました。結果は１年３組、２年１組、３年３組が金賞を受賞しました。当日は多

くの保護者の方々に参観いただきありがとうございました。なお、３年生は南阿蘇中学校代表として、１１月８日

（火）阿蘇中学校で開催される阿蘇郡市音楽会に出場します。こちらも応援よろしくお願いします。 

審査員の○○先生

（○○中）の講評で

も、生徒のがんばり

をしっかりほめてい

ただきました。 

１０月１８日（火）、阿蘇市あぴか陸上競技場において、 

阿蘇郡市中体連駅伝競走大会が開催されました。１０日前 

におこった阿蘇山の噴火により、大会の開催も心配しまし 

たが、天気にも恵まれ、熱いレースが繰り広げられました。 

男子も女子も日頃の練習の成果を発揮し、自分のため、そ 

してチームのために一本のたすきをつなぎながら、精一杯 

の力走を見せてくれました。一人一人が頑張った結果・・・ 

男子Ａチーム６位、Ｂチーム１２位、女子２位でした。皆さん本当にお疲れ様でした。また、朝早くから応援い

ただいた保護者の皆さん方、ありがとうございました。なお、女子は、来月１１日に天草で開催される県大会に

阿蘇郡市代表として出場します。選手の皆さんの健闘を祈ります。 

 

「実りの秋」の言葉通り、合唱コンクール、駅伝大会等々、

生徒たちは様々な分野で活躍を見せてくれています。それ

に負けないようにと先生たちも、研究授業に取り組みまし

た。１０月１４日（金）、教育事務所指導主事をお招きし

て○○先生の理科（２年２組）の授業研究会が行われまし

た。こうした取組を通して、授業力向上を図り、生徒たち

によりわかりやすい授業となるように努めていきます。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０日（木）、阿蘇市農村改善センターに於いて、阿蘇郡市英語暗唱大会が開催 

されました。本校からの出場者は、次のメンバーです。 

○１年生代表・・・○○ さん、○○ さん、○○ さん、○○にや さん 

○２年生代表・・・○○ さん、○○ さん、○○ さん 

○３年生代表・・・○○ さん 

毎日、昼休み時間を使って一生懸命に練習してきた成果を、 

大勢の観客の前で堂々と発表してくれました。学校の代表と 

して、それぞれがもてる力を存分に発揮 

してくれたと思います。 

本当にお疲れ様でした。 

 

１６日（日）に、吹奏楽部の記念すべき第１回定期演奏会が開催されま 

した。午後１時３０分から中学校体育館で行なわれた演奏会は、とても多く 

の方に足を運んでいただき、素晴らしい演奏会となりました。吹奏楽コンク 

ールで演奏した曲やマーチング、ポップスなど、寸劇などを踏まえて楽しいステージとなりました。 

また、アンコールではお母さん方との共演によるすてきな親子演奏を披露してくれました。心穏や 

かな一時を過ごすことができました。ご来場くださった皆様、本当にありがとうございました。 

 

１０月１８日（火）に本校体育館で、兵庫県・熊本地震復興サポート事業の一環として「童謡サロン・パ

ントマイム鑑賞会」が開催されました。 神戸から、深川和美さん（ソプラノ歌手）、多久雅三さん（ピアニ

スト）、上海太郎さん・室町瞳さん（俳優）に来ていただき、パントマイムの参加体験、そしてサイレント

ミュージカル「この道はいつか来た道」の鑑賞を行いました。パントマイム体験では、風船をふくらませ、

上に引っ張られる様子を練習しましたが、生徒の反応のよさに出演者の方も喜んでおられました。後半のサ 

イレントミュージカルは、音楽と無言劇が 

織りなす人の出会いと別れを表現した感動 

的な物語で、涙を浮かべて見入っている人 

もいました。「芸術の秋」にふさわしく、 

本物の芸術に接し、豊かな感性を磨くうえ 

で素晴らしい機会となりました。 

 


